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ＳａａＳ事業者向けサービス基盤の共同開発成果と事業展開について

 ＮＴＴコミュニケーションズ株式会社（以下︓ＮＴＴ Ｃｏｍ、本社︓東京
都千代⽥区、代表取締役社⻑︓和才博美）、株式会社ＮＴＴデータ（以下︓Ｎ
ＴＴデータ、本社︓東京都江東区、代表取締役社⻑︓⼭下徹）、⽇本電信電話
株式会社（以下︓ＮＴＴ、本社︓東京都千代⽥区、代表取締役社⻑︓三浦 
惺）は、セキュアで⾼信頼の次世代ネットワーク（ＮＧＮ）などを活⽤してＳ
ａａＳ※１ビジネスを⽀援する「ＳａａＳ ｏｖｅｒ ＮＧＮ」※２の取り組みの
⼀環として、ＳａａＳ事業者向けサービス基盤の共同開発を進めてきました。
  このたび、ＮＴＴ Ｃｏｍ、ＮＴＴデータは「ＳａａＳ基盤共通機能群」を
ワンストップで柔軟に提供できることとなり、今後は、「ＳａａＳ基盤共通機
能群」を⽤いた事業展開を推進していきます。

１．ＳａａＳ事業者向けサービス基盤の共同開発の概要
 ＮＴＴ ＣｏｍとＮＴＴデータは、ＳａａＳ事業者や企業のお客さま（エ
ンドユーザ）の多様なニーズに応える利便性の⾼いサービス基盤を、ＮＴ
Ｔグループとして提供するため、平成２０年９⽉より、各種企業ネットワ
ークへの対応を強みとするＮＴＴ Ｃｏｍの「ＢｉｚＣＩＴＹ ｆｏｒ Ｓ
ａａＳ Ｐｒｏｖｉｄｅｒ」※３の機能群と、アプリケーション連携を強み
とするＮＴＴデータの「ＶＡＮＡＤＩＳ ＳａａＳ Ｐｌａｔｆｏｒｍ」※４

の機能群を相互利⽤できるようにする機能の開発を⾏ってきました。
 本サービス基盤の開発には、ＮＴＴの研究所の技術も活⽤しています。

２．共同開発した「ＳａａＳ基盤共通機能群」
<１>認証基盤機能（多要素認証機能、シングルサインオン機能、ＩＤ管理

機能）
ＮＴＴ Ｃｏｍが開発した多要素認証機能とＮＴＴデータが開発した
シングルサインオン機能・ＩＤ管理機能とを組み合わせ、ＮＴＴ情報
流通プラットフォーム研究所が開発したＳＡＭＬ技術※５を活⽤した
認証基盤機能。

<２>ＳａａＳポータル機能



ＮＴＴデータが開発したＳａａＳポータル機能。エンドユーザに対し
て、ＳａａＳアプリケーションを販売・決済するためのポータルサイ
トを実現する。

<３>料⾦回収代⾏機能
ＮＴＴ ＣｏｍのＶＰＮサービスの料⾦請求に、ＳａａＳアプリケー
ションの利⽤料⾦を重畳し、ＮＴＴ Ｃｏｍが料⾦回収を代⾏する機
能。

<４>マルチペイメント／クレジット決済機能
全国の⾦融機関や収納機関、クレジット会社と接続された決済ネット
ワーク機能。

<５>ネットワークゲートウェイ
ＳａａＳ事業者のサービスをＮＴＴ Ｃｏｍのネットワークサービス
（ｅ－ＶＬＡＮ、Ａｒｃｓｔａｒ ＩＰ－ＶＰＮ、Ｇｒｏｕｐ－ＶＰ
Ｎなど）、またはインターネットと接続する機能。

<６>Ｗｅｂシステム構築基盤
ＮＴＴデータグループで開発した、Ｉｎｔｒａ－ｍａｒｔ、Ｔｅｒａ
Ｓｏｌｕｎａなど、Ｗｅｂシステム構築に必要なアプリケーションサ
ーバーやフレームワーク、業務コンポーネント、アプリケーションを
パッケージ化したもの。

３．ＮＴＴ ＣｏｍとＮＴＴデータの事業展開（別紙１、別紙２）
 ＮＴＴ ＣｏｍとＮＴＴデータは「ＳａａＳ基盤共通機能群」を活⽤し
て、それぞれにＳａａＳ事業者および企業のお客さま（エンドユーザ）に
サービスを提供していきます。ＳａａＳ事業者は、ＳａａＳ基盤共通機能
群の中から必要な機能を柔軟に組み合わせることで、⾃社開発するよりも
ＳａａＳビジネスを安価で早期に⽴ち上げ、投資リスクを抑えることが可
能となります。また、企業のお客さま（エンドユーザ）は、ＮＴＴ Ｃｏｍ
とＮＴＴデータが展開する様々なＳａａＳラインナップから必要なサービ
スを選択し、利⽤することが可能となります。

（１）ＮＴＴ Ｃｏｍ
 今後、今回開発した「ＳａａＳ基盤共通機能群」を⽤いて、主に
以下２つの事業を展開していきます。

（ａ）ＳａａＳ基盤事業（ＰａａＳ※６事業）
 今回開発したＳａａＳ基盤共通機能群から「認証プラットフォー
ム機能」をＮＴＴ Ｃｏｍ のＳａａＳ基盤事業（ＰａａＳ事業）「Ｂ
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ｉｚＣＩＴＹ ｆｏｒ ＳａａＳ Ｐｒｏｖｉｄｅｒ」に追加し、平成２
１年８⽉より受付を開始します。
 「ＢｉｚＣＩＴＹ ｆｏｒ ＳａａＳ Ｐｒｏｖｉｄｅｒ」は「サーバ
ーホスティング」のほか、ＳａａＳ基盤共通機能群に含まれる「ネ
ットワークゲートウェイ」、「料⾦回収代⾏」などの機能を備え、
多くのＳａａＳ事業者に対しサービスを展開しています。
 ＳａａＳポータル機能などその他のＳａａＳ基盤共通機能群につ
いても、「ＢｉｚＣＩＴＹ ｆｏｒ ＳａａＳ Ｐｒｏｖｉｄｅｒ」への
適⽤を順次検討し、今後もサービス内容を拡充していきます。

（ｂ）他事業者ＳａａＳ基盤との相互接続
 今回開発したＳａａＳ基盤共通機能群を含む ＮＴＴ Ｃｏｍ のＳａ
ａＳ基盤と他事業者ＳａａＳ基盤とを連携し相互接続していきま
す。

（２）ＮＴＴデータ
 今後、今回開発した「ＳａａＳ基盤共通機能群」を⽤いて、以下
３つの事業を展開していきます。

（ａ）ＳａａＳ事業
 今回開発したＳａａＳ基盤共通機能群を活⽤したＰａａＳ上で分
野毎、アプリケーション毎にさまざまなＳａａＳサービスを順次展
開します。具体的には、ＮＴＴデータグループにおける、税関連の
情報を扱うアプリケーションを中⼼としたＢｉｚｐｌａｔ、企業向
けＥＲＰを中⼼としたＢｉｚ∫、地図情報をベースとしたＭａＤｏＲ
Ｅなどの展開を計画しています。

（ｂ）ＰａａＳ事業
 今回開発したＳａａＳ基盤共通機能群と、ＮＴＴデータグループ
におけるＨａａＳ※７機能などを統合し、ＳａａＳ型のアプリケーシ
ョン開発・運⽤や、ＳａａＳを活⽤したＳＩを効率的に⾏うための
ＰａａＳ事業（仮称︓ＶＡＮＡＤＩＳ ＰａａＳ）を⾏っていきま
す。まず年内を⽬処に、ＮＴＴデータグループにおけるＳａａＳビ
ジネス展開に向けて適⽤することから始めていきます。

（ｃ）ＳａａＳ基盤構築事業
 今回開発したＳａａＳ基盤共通機能群により、ＳａａＳの構築を
希望されるお客さまのＳａａＳ基盤の構築⽀援を⾏っていきます。
本⽇より営業を開始します。

なお、既に、ＳａａＳ事業者向けには、以下の機能を提供中です。
・ＩＤ管理、認証︓ＶＡＮＡＤＩＳ Ｉｄｅｎｔｉ 平成１７年１２⽉



ｔｙ Ｍａｎａｇｅｒ／ＶＡＮＡＤＩＳ ＳＳＯ 提供開始
・ＭａＤｏＲＥ（位置情報コンテンツおよびアプ
リケーション配信プラットフォーム）

平成２１年７⽉６⽇
提供開始

・Ｇｒｅｅｎ Ｄａｔａ Ｃｅｎｔｅｒ 平成２０年１０⽉
提供開始

・決済機能︓ＣＡＦＩＳ、ＡＮＳＥＲなど   

※１ＳａａＳ（Ｓｏｆｔｗａｒｅ ａｓ ａ Ｓｅｒｖｉｃｅ）
 ソフトウエアをネットワーク経由で提供するサービス

※２ＳａａＳ ｏｖｅｒ ＮＧＮ
 様々なパートナーの皆様と協業・連携して、ＮＧＮを中⼼とした安
⼼・安全なＩＣＴ基盤上に新たなＳａａＳ市場を創造してゆくＮＴＴ
グループのビジョンです。⾼信頼・⾼可⽤性を確保したネットワーク
／データセンターや利便性の⾼いプラットフォーム、コンサルティン
グやカスタマサポートなどをトータルに提供していくことを⽬指す。

※３ＢｉｚＣＩＴＹ ｆｏｒ ＳａａＳ Ｐｒｏｖｉｄｅｒ
 ＮＴＴ Ｃｏｍが提供するＳａａＳ事業者向けの基盤サービスの名称

※４ＶＡＮＡＤＩＳ ＳａａＳ Ｐｌａｔｆｏｒｍ
 ＮＴＴデータがＮＴＴデータイントラマート社Ｉｎｔｒａ－ｍａｒ
ｔとも連携し提供するＳａａＳ事業者向け基盤サービスの名称

※５ＳＡＭＬ（Ｓｅｃｕｒｉｔｙ Ａｓｓｅｒｔｉｏｎ Ｍａｒｋｕｐ Ｌａ
ｎｇｕａｇｅ）技術
 ＩＤやパスワードなどの認証情報を安全に交換するために標準化団
体によって策定された仕様であるＳＡＭＬを応⽤した技術

※６ＰａａＳ（Ｐｌａｔｆｏｒｍ ａｓ ａ Ｓｅｒｖｉｃｅ）
 ソフトウエアを稼動させるためのプラットフォーム機能をネットワ
ーク経由で提供するサービス

※７ＨａａＳ（Ｈａｒｄｗａｒｅ ａｓ ａ Ｓｅｒｖｉｃｅ）
 サーバやストレージなどのハードウエア資源をネットワーク経由で
提供するサービス

・別紙１ ＮＴＴ ＣｏｍとＮＴＴデータの事業展開
・別紙２ ＳａａＳ基盤共通機能群

＜本件に関するお問い合わせ先＞
（報道機関からのお問い合わせ）

ＮＴＴコミュニケーションズ株式会社
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広報室
TEL︓03-6700-4010

株式会社ＮＴＴデータ
広報部

TEL︓03-5546-8051

⽇本電信電話株式会社
広報室

TEL︓03-5205-5550

（ＳａａＳ提供事業者向けＳａａＳサービス基盤の総合受付窓⼝）
ＳａａＳ Support DESK

TEL︓0120-343451
saas@ntt.com
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